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令和７年度定時総会開催令和７年度定時総会開催

十和田税務署長感謝状

（公社）上十三法人会会長感謝状

十和田税務署長　神蔵進一様 青森県上北県税事務所長　小林　洋様

感 謝 状 受 賞 者

中村　健 氏 久保田 勝正 氏　
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十和田税務署だより十和田税務署だより
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ひとことアドバイスひとことアドバイスひとことアドバイス
税理士か

らの

　　　　髙岡和人理士事務所

税理士　舘　花　満　弘 氏

　扶養親族になれる給与の収入要件は、所得税

の基礎控除と給与所得控除の見直しにより103

万円から123万円に引き上げられました。年末

調整の準備事務では、従業員の方に新たに扶養

控除の対象となる親族等がいないか確認する必

要があります。

　新たに創設された特定親族特別控除は、これ

まで給与収入で103万円までの19歳以上23歳未

満の親族がいる場合に受けられた特定扶養控除

63万円に係る拡充的な控除です。今回の改正

で特定扶養控除の収入要件が123万円になりま

したが、特定親族特別控除は特定扶養控除が受

けられなくなる給与収入が123万円超から150

万円以下の場合に親等の所得から特定扶養親族

の控除と同額の63万円を控除できるようにし

たものです。また、給与収入が150万円超から

188万円の場合には配偶者特別控除と同じよう

に所得金額に応じて段階的な控除が受けられま

す。

　このように、年末調整事務に携わる皆様に

とって注意すべき点が多いことから、国税庁

ホームページ（８月末頃から随時掲載予定）を

参考にするなどして事前にご準備いただいた方

が良さそうです。

　ご不明な点はお近くの税理士にお尋ねくださ

い。

　令和７年度税制改正により、所得税の基礎控

除や給与所得控除の見直し、特定親族特別控除

の創設、扶養親族等に係る所得要件の引き上げ

などが行われました。

　これらの改正は、原則として令和７年12月

１日に施行され、令和７年分以降の所得税につ

いて適用されます。

　これにより、昨年に引き続き令和７年分の年

末調整も新たな所得要件や新たに創設された控

除等により煩雑となることが見込まれますの

で、概要をご理解のうえ従業員の皆さんに対す

る周知や毎年11月頃から行われる年末調整手

続きを前倒しで行い、チェックする期間を確保

するなどの対策が求められます。

　税制改正の内容ですが、まずは48万円だっ

た所得税の基礎控除額が10万円引き上げられ

ると共に、所得金額に応じて最高37万円まで

上乗せされました。これにより給与収入のみで

200万円以下の場合の基礎控除額が95万円にな

ります。

　また、給与収入から給与所得金額を算出する

際の給与所得控除も最低保証額が10万円引き

上げられて55万円から65万円となりました。

これらによって、これまで103万円だった所得

税のかからない給与収入の範囲が160万円まで

引き上げられた訳です。

令和７年度税制改正
　　　　年末調整事務への影響は
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４日（金）

７日（月）

８日（火）

30日（水）

租税教室（十和田市立藤坂小学校）

租税教室（十和田市立深持小学校）

租税教室（三沢市立上久保小学校）

税務セミナー「税制改正について」
 （サン・ロイヤルとわだ）

令和７年度青年部会定時総会令和７年度青年部会定時総会

◆本　部

令和７年度女性部会定時総会令和７年度女性部会定時総会

◆横 浜 町 支 部　
◆十 和 田 支 部　
◆六ヶ所村支部　
◆おいらせ町支部　
◆七　戸　支　部　
◆野辺地町支部　
◆十和田湖町支部　
◆天 間 林 支 部　
◆三　沢　支　部　
◆東 北 町 支 部　
◆上 北 町 支 部　
◆六 戸 町 支 部　

7 月スケジュール
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